
フッ化物洗口推進事業について

～保育所・保育園・幼稚園・認定こども園における
幼児のむし歯予防を推進するために～

子どもの育ちサポートセンター
総合支援係

令和元年６月10日（月）三条市こども未来委員会
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年齢別一人平均むし歯数 三条市 新潟県

（１） 三条市のむし歯の状況 ※出典：新潟県歯科保健実態調査

２ 子どもの歯科保健の現状
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12歳児 一人あたりむし歯数の推移

三条市 新潟県

１ フッ化物洗口推進事業の目的

永久歯のむし歯予防対策の一つであるフッ化物洗口は、全小学校で実施しているが、永久歯が生え始める年中
（４歳）児、年長（５歳）児に対象を拡充し、保育所等で実施することにより、永久歯のむし歯予防を更に推進する。

全小学校で
フッ化物洗口開始

1

（本）

県平均を上回っ
ている

甘い飲食物
【環境要因】

歯の質
【個体要因】

細菌
【病原要因】

むし歯

フッ化物歯面塗布
（幼児歯科健診）
フッ化物洗口（小学校）

【対策】フッ化物利用

食生活指導
乳幼児健診・相談会、離乳
食教室、保育所栄養指導、学
校食育推進事業

【対策】甘味の適正摂取

歯磨き指導
幼児歯科健診、保育所歯磨
き教室、学校歯磨き教室

【対策】歯磨き

むし歯予防のためには
３つの原因に対するそ
れぞれの対策にしっか
りと取り組むことが重要

（２） むし歯予防対策の考え方
虫歯の原因



３ 「歯の質」に対する取組
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永久歯の生える時期

虫歯になりやすい時期

フッ化物洗口実施状況

永久歯に生え変わり始める年中児（４歳）、年長児（５歳）でフッ化物洗口を実施することにより、幼少期のむし歯
予防が図られるとともに、将来のむし歯の減少にもつながる。 2

歯は生えてから２～３年の間が一番むし歯になりやすい ⇒ ４歳から15歳までが永久歯のむし歯予防の重要な時期
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【第一大臼歯※のむし歯の有病率（牧村小学校１年生）】
※一番早く生える永久歯

（出典：新潟県フッ化物洗口マニュアル）

(2) フッ化物洗口によるむし歯予防効果

【20歳の一人平均むし歯数の比較】

低年齢からフッ化物洗口を開
始し、継続することにより、洗
口終了後も効果が持続し、大
人のむし歯減少にも寄与して
いる。

洗口開始時期
が早いほどむし
歯予防効果が
大きい

（％）

（出典：新潟県ホームページ）

（本）
A 牧村の20歳：４歳から中学校卒業まで
フッ化物洗口を経験

B 新潟市内の短大、専門学校２年生

：フッ化物洗口経験なし

C 全国の一人あたり平均むし歯数
：厚労省歯科疾患実態調査

(1) 永久歯の生える時期とフッ化物洗口実施状況

フッ化物による予防対
策がされていない

※３保育園で実施

B、Cの半分以下

A
B C



公立保育所 私立保育園 認定こども園 私立幼稚園 合計

９施設 17施設 ２施設 ３施設 31施設

年中（４歳）児 年長（５歳）児 合計

677人 712人 1,389人

令和元年度 令和２年度

年中（４歳）児
７月頃～水でブクブクうがい練習
９月～フッ化物洗口実施

年度初め～水でブクブクうがい練習
９月～フッ化物洗口実施

年長（５歳）児
７月頃～水でブクブクうがい練習
９月～フッ化物洗口実施

４月～フッ化物洗口実施（前年から継続）

(2) 実施施設

(3) 対象児童

(4) 実施時期

(1) 実施内容

市内保育所・保育園等でフッ化物洗口を実施する。
・フッ化物洗口剤（オラブリス）を水に溶かしたうがい液で週５回、毎日１分間の「ブクブクうがい」を実施する。
・実施前に保護者に希望調査を行う（小学校と同様）。
・実施時間帯は各施設の実状に合わせて、給食後または登園後午前中に実施する。
・フッ化物洗口事業開始前に歯科健診等の機会を活用し、保護者も含めた歯科医師による講話を行う。

3

平成31年４月１日現在の入所児童数

４ フッ化物洗口推進事業の内容


